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1 ．は じめ に

　過 去 30年分の愛媛県立高校入試理科問題 D
を

分析対象 とし、そ こ に見 られ る 問い か け の 内容分

析か ら、そ の 特徴につ い て の傾向を定量的 に計測

す る
一

つ の 試み を行 う。 教科書 （実行されたカ リ

キ ュ ラ ム ）と、現実に 実施され た入試闇題 にお け

る 記述レベ ルで の 伝達 が、どれ ほ ど有効な もの か

に つ い て検討 を行 い 、授業の改善を 目指して い く 。

2 ．研究方法

　まず、私が特に関わ る愛媛県立高校入試理科問

題 を収集する。次 に、科学的思考を促進する 「問

い か け」 の 在り方 につ い て 検討 す る た め に 、過去

30 年分 の 愛媛県立 高校入 試理科問題 の 記述内容

をすべ て パ ソ コ ン にテ キ ス ト形式で 入力し、デー

タ ベ ー
ス を作成する 。こ の 段階で、小問 の 数は、

第
一

分野 511題 、第二 分野 538題 となる。こ れ を

もと に して 、各分野 の解答形式『短答式 、論述式、

計算、図、グラ フ 』、並 びに質問形式 『理 由、用

語 、現象、選択、計算、図示、グ ラ フ 』 の 分析を

行 う。さ らに 、教科書 に 記載 され て い る 「大切な

用語 」 や 、「実験道 具 」 に関す る科学用語 の 観点
か ら も分析を 行 う。また、小 川 （2006）は、平 成 5
年の 科学技術白書か ら理科離れが始まるが、こ の

現象は現代特有の 問題で はな い 2）
と指摘 した。

こ の 時代背景を再考する意味 を踏 まえ て 、時系列

変化を追う こ とにした 。中学校 学習指導要領の 告

示年度を基準と して 、昭和 52 年度か ら昭和 63
年度 を

一
期、平成元年度か ら平成 9 年度を 二 期、

平成 10 年度か ら平成 19年度を 三 期と した 。

3 ．結果

　 （1）　 解答形式に お け る 分類

　論述式問題の 時系列変化 を 見 る と、単調に増加
して きた。特に 、第二 分野 は、短答式が少な くな

る につ れ て 、論述式が増えて きた。しか し、厳密
に は、「時系列変化 に伴い 完全記述式問題が減少
し、条件付記述式問題が増加 した。」 とい え る。

　 （2 ）　 質問形式 におけ る分類

　表 1、2に質問形式の 分類の 結果 を示した 。

一
期

から三 期に か けて の 「理 由 」問題 は、全 体的 に増加

傾向に ある。 第
一

分野 の 「計算」や 「グラフ 」、並び に

第二 分野 の 「用語 」に つ い ては、理科離れ が始まる

時期に増加 して い る の が 特徴的 で ある 。

一
期か ら三

期 に か け て、第
一

分 野 と第 二 分野 で 挙動 が 逆転し

たの は 、「現象」に 関する問 い か けで あっ た。
4　 おわ りに

　例えば、物理領域の よ うに 目に 見 えな い 概念 を

扱う場合 、 そ の学習 の 過程 にお い て 「問い か け」

が果たす役割は大き い 。理科授業における 生徒や

教師に よ る 「問 い か け」 の 生成過程は科学的思考

そ の もの で あ り、入試理科問題 の 「問い かけ」 を

手 が か り に 生徒 の 科 学的思考 離れや物理離れ を

再考す る研究を、今後すすめ て 生きた い 。
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表1 第
一
分野 に お ける内容分析 （％）

第
一

分 野 理 由 用語 現象 選択 穴埋 計算 図示 グラフ

一
期 2．2 16．1 16．1 5．4 23．1 27．4 3．8 5．9

二 期 3．8 16．0 8．3 1．9 19．2 34．0 4．5 12．2

三 期 7．1 18．3 7．1 4．1 20．1 28．4 6．5 8．3

表2 第 二 分 野にお ける内容分析 （％）

第二分野 理 由 用語 現象 選択 穴埋 計算 図示 グラフ

一
期 2．1 21．6 6．8 8．9 36，8 7．9 13．2 2，6

二 期 9．4 3G．2 7．5 7．5 27．7 7，5 9．4 0．6
三 期 6，3 25．9 12．7 9．5 29，1 6．3 9．0 1．1

一 119

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


